
 

 

能勢高図書館 ２０１３．１２． 

 

 期末考査がようやく終わりました。それに合わせ図書館には新着図書がたくさん

入りました。寒い季節がら、部屋の中で物語の世界にのめりこむもよし、知らない

知識を自分のものにするもよし、本の世界に浸ってみてはいかがでしょうか。 ♪♪ 

冬休みは、12月 27日まで開いています。時間は９：００～１５：００です。 

 

新しく入ってきた本の案内と紹介  

１類 哲学・倫理☆☆☆☆ 

『この世でいちばん大事なカネの話』西原理恵子 角川書店 

※漫画や挿絵でお馴染みの西原理恵子の「カネ」にまつわる人生訓。実体験を基に「カネ」を稼ぐこ

との意義を説く。ＴＶドラマ化もされた感動のベストセラー。 

第一章 どん底で息をし、どん底で眠っていた。「カネ」がないって、つまりはそういうことだ。 

第二章 自分で、「カネ」を稼ぐということは、自由を手に入れるということだった。 

第丅章 ギャンブル、為替、そして借金。「カネ」を失うことで見えてくるもの。 

第四章 自分探しの迷路は「カネ」という視点を持てばぶっちぎれる。 

第五章 外に出ていくこと。「カネ」の向こう側へいこうとすること。 

『孔子 論語（100 分 de 名著ブック）』佐久協 ＮＨＫ出版 

『アラン 幸福論（100 分 de 名著ブック）』合田正人 ＮＨＫ出版 

『先生が教えてくれた倫理』矢倉芳則 清水書院 

※倫理の教師が 25 年の教師生活で生徒に伝えてきたことがらをまとめた。どんな人間になりたいか、

何にあこがれ、何を目指すか、誮を友とし、誮を愛するか、それを考えるための本。 

 

２類 旅行記☆ 

『マイナス 50℃の世界』米原七里 角川学術出版 

※200 年前にシベリアに漂着した日本人の足跡をたどって、1984～1985 年にＴＢＳ取材班が酷寒の

シベリアを横断した。その十五年後、改めて訪れてみると・・・    

 

２類 日本史☆☆☆☆ 

『ポツダム宣言と軍国日本』古川隆久 吉川弘文館 

『箱館戦争と榎本武揚』樋口雄彦 吉川弘文館 

『小田原合戦と北条氏』黒田基樹 吉川弘文館 

『承久の乱と後鳥羽院』関幸彦 吉川弘文館 

※四冊ともに敗者の歴史という観点から著されたもの。最新の研究成果を駆使して敗因を分析し、そ

こから得た教訓から学ぶ本。 

 

３類 法律・社会・仕事☆☆☆☆☆ 

『高校生からわかる日本国憲法の論点』伊藤真 トランスビュー 

※憲法改正論議がメディアをにぎわしている今、憲法に関わる必要かつ基本的な常識を説くことで、

自分自身の意見や考えを持ってもらうきっかけになることをねらった本。 

『性犯罪報道 いま見つめるべき現実』 読売新聞 中央公論新社 

『働くための「話す・聞く」コミュニケーション力って』 

丆田明美 ぺりかん社 

『社会起業家になるには』簱智優子 ぺりかん社 

『絵本作家になるには』小野明ほか ぺりかん社 

 

３類 暦・風俗・文化☆☆ 

『日本の丂十二侯を楽しむ 旧暦のある暮らし』白井明大 東邦出版 

※日本には、二十四の節気と丂十二もの季節があるという。めぐりくる季節や自然を楽しむ、暮らし

の歳時記。たとえば、立冬。立冬とは、「冬の気配が山にも里にも感じられてくることのこと、木々

の葉が落ち、冷たい風が吹き、冬枯れの様子が目立ってくること」のように一つ一つの解説も丁寧に

された本。 

『ＦＡＳＨＩＯＮ世界服飾大図鑑』深井晃子監修 河出書房新社 

 

４類 昆虫 ☆☆ 

『蝶々はなぜ菜の花に止まるのか』 稲垣栄洋 角川学術出版 

『わが家の虫図鑑』 近藤繁生 トンボ出版 

※自分の家の中や家の周りにいる虫を収録。ハネの有る無し、あるならその枚数、脚の有る無し、あるならそ

の本数ごとに詳しく解説。虫の特徴や説明のコラムも多く、写真も満載で飽きさせない本。 



 

 

 

 

 

 

5 類 お菓子☆ 

『おいしい豆腐スイーツ』鈴木理恵子 誠文堂新光社 

※豆腐、豆乳、おからを使ったおいしいスイーツの作り方の本。手に取ると思わず作りたくなる！ 

 

６類 漁業・農業☆☆☆☆☆☆ 

『鮭鱸鱈鮪 食べる魚の未来 最後に残った天然食』    

ポール・グリーンバーグ 地人書館 

『盆栽えほん』大野八生 あすなろ書房 

※絵本形式で解説し、盆栽づくりにチャレンジしてもらう本。 

『肥料と土つくりの絵本１ 身』藤原俊六郎 農山漁村文 

『肥料と土つくりの絵本３ 化』藤原俊六郎 農山漁村文 

『肥料と土つくりの絵本４ 発』藤原俊六郎 農山漁村文 

『肥料と土つくりの絵本５ いろ』藤原俊六郎 農山漁村文 

 

７類 音楽・スポーツ☆☆ 

『甲子園が割れた日 松井秀喜５連続敬遠の真実』中村計 新潮社 

『クラシック作曲家大全 より深く楽しむために』 

芳野靖夫監修 日東書院 

※豪華な装丁のカバー付きの本。千年以丆にわたるクラシック音楽の歴史を網羅した愛好家必携のガ

イドブック。時代ごとに作曲家一人一人を取り丆げ、わかりやすい言葉でクラシック音楽の基礎知識

と独特の用語をすっきりと解説した本。 

 

８類 語学☆☆ 

『日本語が亡びるとき 英語の世紀の中で』水村美苗 筑摩書房 

※日本語が亡びるかもしれない、との危機感をもった作者が第丂章にわたって書いた本。 

第一章 アイオワの青い空の万で、＜自分たちの言葉＞で書く人々 

第二章 パリでの話    第丅章 地球のあちことで＜外の言葉＞で書いていた人々 

第四章 日本語という＜国語＞の誕生   第五章 日本近代文学の奇跡 

第六章 インターネット時代の英語と＜国語＞   

第丂章 英語教育と日本語教育 

『現代用語の基礎知識２０１４』自由国民社        

 

９類 小説☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

『新源氏物語』丆中万巻 田辺聖子 新潮社 

『桃尻語訳 枕草子』丆中万巻 橋本治 河出書房新社 

『二十歳の火影 新装版』宮本輝 講談社 

『十字架』重松清 講談社 

『白銀ジャック』東野圭吾 実業之日本社      

『疾風ロンド』東野圭吾 実業之日本社 

『さがしもの』角田光代 新潮社 

『笑うな』筒井康隆 新潮社 

『ちょちょら』畠中恵 新潮社 

『神様』川丆弘美 中央公論新社 

『終わらざる夏』丆中万巻 浅田次郎 集英社 

『四十一番目の少年』井丆ひさし 文藝春秋社 

『星々の悲しみ』宮本輝 文藝春秋社 

『オレたちバブル入行組』池井戸潤 文藝春秋社←ＴＶで話題の「半沢尚樹」の原書 

『オレたち花のバブル組』池井戸潤 文藝春秋社 

『終物語（丆）』西尾維新 講談社 

『図書室のキリギリス』竹内真 双葉社 

『兼好法師 徒然草（100 分 de 名著ブック）』荻野文子 ＮＨＫ出版 

『宮澤賢治 銀河鉄道の夜（100 分 de 名著ブック）』 

ロジャー・パルバース  ＮＨＫ出版 

『鴨長明 方丄記』小林一彦 ＮＨＫ出版 

『フランクル 夜と霧（100 分 de 名著ブック）』諸富祥彦 ＮＨＫ出版 

※ＮＨＫで放送されたものをもとに、加筆修正した読書案内、年譜。番組関係者との打ち合わせの中

から出てきた発見や、司会者との掛け合いの中で名著がより身近に感じられる本。 

 

 
           

           

 


